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2021 Tour of JAPAN
期間:2021年5月28日(金)〜5月30日(日)
開催地:静岡県、神奈川県、東京都
出走チーム、人数 :15チーム 74名
距離: 第１ステージ78.8km / 第2ステージ108.5km / 第3ステージ112km

昨年は新型コロナウイルス感染拡大の影響で中止となった本大会ですが今年はバブ
ル方式の感染症対策の徹底の上で3ステージに日程を短縮しUCI 2.2 クラスで開催
されました。レース観戦は観戦自粛をお願いする形でライブ配信を通しての応援を
呼びかけての開催となりました。
そしてなにより Team UKYO SAGAMIHARA のホームタウンである相模原ステー
ジが新しく追加され、地元を凱旋する形でのレース参戦となりました。
今シーズン所属の外国人選手の来日が引き続き困難の為、チームとしては初めて日
本人選手のみでのTOJ参戦となります。
エースの小石選手をはじめとして、石原選手、吉岡選手、武山選手、武山選手の5
名での出走となりました。
3日間を通して天候は良く新しくなったスバルレヴォーグチームカーのレースデビ
ューにも相応しいレース日和となりました。
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第１ステージ：富士山ステージは東京五輪自転車ロードレースのフィニッシュ会場
に決まった富士スピードウェイの西ゲートをスタートし東京五輪タイムトライアル
の周回コースを4周半し例年通りふじあざみラインを5合目まで登る厳しいコース設
定となりました。ふじあざみラインの登坂に備えて前半から脚を温存したい中、終
始アップダウンを繰り返す周回コースでの消耗も無視できない為か、比較的穏やか
なスタートを切りました。それでもあざみライン登坂前に設定された2回のスプリン
ト賞を狙った6名の抜け出しがあり、あざみラインでレース状況がリセットされる事
を見越してメイン集団は逃げ集団を比較的容易に容認しました。Team UKYO 
SAGAMIHARA としては、総合成績を重視したのでメイン集団内で小石選手を守り
ながら同じく総合成績狙いのチームと共に集団をコントロールしレースを進めてい
きます。周回コースを抜ける前に先行グループはメイン集団に吸収されました。

周回コースを抜けてふじあざみラインを登り始めると、小石選手に勝負を繋ぐため
アシスト選手が自分達のペースにレースペースをコントロールします。
数名の選手が徐々に先行を始め、小石選手もあざみライン序盤は前方集団で有力選
手と共に激坂を駆け上がります。しかし葛折り区間に入ると次第に集団はばらけ始
め小石選手は先頭から2分57秒遅れの8位でフィニッシュを切りました。
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相模原ステージは東京五輪のレガシーとして、近年自転車の注目度が上がっている相
模原市で開催されました。片山右京が終身名誉観光親善大使を務める相模原市はパレ
ードスタート地点の橋本公園周辺の市街地からフィニッシュエリアの宮ヶ瀬湖周辺の
緑豊かな地域まで近く多くのサイクリストが訪れます。
橋本公園からパレードがスタートし相模川に架かる旧小倉橋を通るとリアルスタート
となりアタックが繰り広げられながら串川橋を通り周回コースへ入ります。宮ヶ瀬湖
に登り始めると16名の先行グループが形成されその中に小石選手と横塚選手が入り
ます。この先行グループの中で小石選手は総合成績で6秒差の2位、逃げ切りの場合
は3分ほどタイム差を付けると総合トップを逆転できますが、同時に先行集団内で1
位の選手にも6秒以上のタイム差を付けないといけません。

小石選手の為に横塚選手がタイム差を開く為に牽引します。先行グループに選手を送
り込んでいても逃げ切りを望まないチームもいる為、体力を温存しながら後方グルー
プ内の牽引に圧をかける事で急激なペースアップなどを防ぎます。
5周回目の最後の中間ポイント前に数名の選手が先行グループから抜け出しを図り、
先行グループの強調が崩れ始めます。これは逃げ切りの確率が上がったため、一種の
牽制が始まった事を意味します。同時に逃げ切ったとしても総合成績に影響が出ない
タイム差に抑えようとするため後方集団はペースを上げます。そのため5分以上あっ
たタイム差は一気に3分ほどまで縮小します。
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このまま先行グループが牽制していると逃げ切り自体が難しくなる為、小石選手自
ら先行集団から単独でアタックをして先行を試みます。同時に先行グループの中で
の暫定1位になる必要も有り、ここで勝負をしないわけにはいきません。チームの地
元相模原でのステージ優勝ももちろん視野に入れていますが、他の総合成績が小石
選手より下で相模原ステージを勝ちたい選手と協力することで1秒でも多く後方グル
ープからタイム差を稼ぎたい状況です。
逃げグループも懸命に腰選手を追走してステージ優勝を狙いにいきます。最後は小
石選手はトップから9秒差の5位でフィニッシュしました。メイン集団は1分30秒遅
れでゴールしました。小石選手はトップとはいきませんでしたが、見事総合8位から
5位へジャンプアップしました。

東京ステージは気温が上がり蒸し暑い中スタートしました。チーム右京は最後まで
諦めずに攻めると決めてレースを走ります。小石選手も自ら積極的に動きますが、
なかなか序盤はアタックが決まらず終始ハイスピードで周回を重ねます。9周回目
に入り、前夜にミーティングで自分で勝負をしても良いと言われていた横塚選手を
含む5名の先行グループが形成されました。
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総合成績に影響のない5名は仮に逃げ切ったとしても総合トップの選手からは容認
されることもあり、わずかながら横塚選手には可能性の有る先行グループとなりま
した。
小石選手は横塚選手に先頭を任せ、他のチームメイトに守られながらレースを進め
ていきます。

先行グループの中には1名スプリンターがいて、いざゴールスプリントになると分
の悪いメンバーでもあり、出来るだけそのスプリンターの脚を削るように横塚選手
は走りましたがそれとは別の選手2名が13周目でアタックをし先行を許します。
この時点で小石選手の総合順位をジャンプアップさせるのは困難の為、ゴールスプ
リントを石原選手へ託しますが、先行している2名が牽制をせずにそのままフィニ
ッシュを切り後方グループが追いつくことはありませんでした。

桑原GMのコメント
まずこの緊急事態宣言中の大会開催へご尽力いただいた全ての方に厚く御礼申し上げ
ます。
昨年のツールド台湾依頼のUCIステージレースへの参戦となりました。
日本人選手のみでの参戦となりましたが、例年より合宿等を通して選手間の意思疎通
が図れているかと思います。それと同時に個々のフィジカルだけでなく、レースを読
む力や組み立てる力にもう少し成長の余地が有ると感じる遠征となりました。
この成績に満足せずチームとしてもっともっと成長していきたいと思っています。
引き続きm名様からの応援を宜しくお願い致します。
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